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ボランティア活動に関するあらゆる相談を

受け付け、「こんなことができる、こんなボラ

ンティアをしてみたい」など、ボランティア活

動をしたい人と、ボランティアを必要とする

人や団体、施設と

のマッチングを

しています。

ボランティア活動をしやすいよう、さまざま

なサポートをしています。

・ ボランティア団体同士の交流や連携の仲介

・ ボランティア活動に必要な物品の貸し出し

活動中の事故やさまざまなリスクに備え、

安心してボランティア活動等に取り組めるよ

うに、ボランティア活動保険や、ボランティア

行事用保険等への加入を促進しています。

地域の問題や課題に対して、解決に向けた

ボランティア活動の企画や、仕組みづくりを

しています。

例えば、小学校での福祉教育講座プログラ

ムの提案や、地域のふれあいサロン活動の推

進、被災地へボランティア

        バスの運行など、

企画は多岐に

               わたります。

ボランティア
活動のサポート

ボランティア保険
の加入促進

４つの
役割

ボランティアの
募集・マッチング

ボランティア活動の
企画・仕組みづくり

また、万が一の際は、保険金の請求手続き

にかかる各種書類の準備や連絡・調整など、

手続きのサポートも行なって

います。

・ スキルアップのための研修会の開催

・ 情報紙「ぼらっと」やWebサイト、ＳＮＳで

最新情報の発信＆活動ＰＲ など
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この情報紙は、赤い羽根共同募金の配分金を財源に発行しています

被災地へ届けます！
~大船渡市赤崎町林野火災義援金~

「料理なんて自信ない…」―そんなあなたも大歓迎！

災害復興支援で全国的に有名なお二人

クラブ男厨会新メンバー募集中
だんちゅうかい

■ どんなグループ？

クラブ男厨会は、料理初心者の男性たちが集まり、楽しく料理

を学びながら地域にも貢献しているグループです。2013年5月

にボランティア団体として発足し、今年で12年目！メンバーは元

大工さん、先生、会社員などさまざま。年齢や職業をこえて、料理

でつながっています。

■ 活動内容は？

○月に一度の調理実習を行い、和気あいあいとした雰囲気の中で、

料理のコツを学びながら、腕をみがいています。

○子ども食堂などでボランティアとしても活躍中！「自分の作った

料理で、笑顔が見られるのがうれしい！」と、地域にも貢献中です。

■ 気になる方へ

「興味はあるけど、自分にできるかな…？」そんな方は、見学

だけでもOK！きっと気の合う仲間と出会えるはずです。

料理にちょっと挑戦、地域にちょっと貢献。 Let’s try !!

活動概要メモ

【活動日】 毎月第2土曜日 １０時～１２時ころ

【場 所】 雫石町中央公民館調理室など

【対 象】 料理やボランティアに関心のある男性（年齢・経験問いません）

【問合せ】 雫石町ボランティア活動センター（TEL：019-692-2230）

シニア体験出前講座
in七ツ森小学校
令和7年４月２３日(水)、七ツ森小学校にて福祉教育出前講座

が開催され、４年生の児童１４人が参加しました。

体験した子どもたちの感想

腰を曲げて歩くのはつらかったです。でも、わたしは

(体験なので) つらいのは少しの時間だけだったけれ

ど、お年寄りはふだんからずっとなので、自分がおば

あちゃんになったら、 “毎日大変だぁ”と思うだろうな、

ひとりで歩けるか不安だなぁと思いました。

わたしは、お年寄り（の体験をしている子）のペース

に合わせて歩いたり、声をかけてサポートしました。

でも、お年寄りは耳が聞こえにくいこともあって、

どうしたら伝わるか、考えながらサポートしました。

よしゃれ通り周辺JV.では、一刻も早い災害復興ができるよう、

被災した地域への募金活動を令和3年から続けています。

今年も、2月に大船渡市で発生した林野火災に対し、店頭など

で募金活動を行い、42,499円をお預かりしました。

お寄せいただいた募金は、日本赤十字社を通じて全額が大船

渡市に届けられ、被災された方々へ配分されます。

あ

講座では、加齢による身体の変化を

再現した装具をつけた児童と、サポー

ト役の児童が２人１組になって、高齢

者の暮らしを疑似体験しました。
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